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断熱をデザインする

光と風をデザインする
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Q値＝約10.75

Q値＝約10.28

旧省エネ基準(1980)

新省エネ基準(1992)

次世代省エネ基準(1999)

Q値＝1.90

Q値＝2.70

Q値＝4.20

Q値＝5.20

トップランナー基準(2008)

Q値＝1.90以下

全ての新築住宅で
義務化(2020)
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全ての新築住宅で
義務化(2020)

国の省エネ基準

実際の一般住宅

算定値

2020以降の予定基準

リフォーム前
Q値≒8.2

リフォーム後
Q値≒0.9

【改修前】 【改修後】

【改修前】 【改修後】

通気層 ｔ18

ダイライト ｔ9
炭化コルク ｔ50

セルロース
ファイバーｔ105
石膏ボード ｔ12.5

外装材
（通気層ナシ）

断熱材ナシ
石膏ボード ｔ12.5

105 105

国の最高基準改修前の
断熱性能

改修後の
断熱性能

約 8 倍の
断熱性能 !!

8.2
Ｑ値 2.7

Ｑ値 0.9
Ｑ値

省エネをデザインする
外の空気

室内の空気

0℃

0℃2

熱損失熱交換

入替空気
8℃18℃1

外の空気

室内の空気

0℃

0℃2

熱損失

入替空気
0℃0℃

熱交換率91％

【改修前】 【改修後】

passiv designリノベーションは、

「光と風」「断熱」をデザインした

だけでは完全ではない。

暮らしに欠かせない様々な設

備機器も、その暮らし方に合わ

せて、最適にデザインすること

で、エネルギーのベストミックス

を実現している。

【全熱交換換気システム】

■　構造へのこだわり

水廻りを北側にまとめることで、東西方向の採光・通風を確保している。

階段室最上階にハイサイドライトを設けることで、

縦方向の空気の流れを生じさせている。

家の中心に、小さいながらも吹き抜けを設けることで、

これまで各階ごとに断絶された空間につながりを生み、上下階の空気の流れや、

上下階の人の気配感を生み出すことができる。

ご両親の為にエントランスからリビングにかけてノンステップで上がることができる

バリアフリー仕様。3階へ上がるためにホームエレベーターを設置した。

間仕切り壁を最小限にし、風通しと解放感を向上させる。

■改修前後のＱ値

（熱損失係数）の向上

■改修前後の壁断熱構成

アルミ製

単板ガラス
３㎜

樹脂製

Low‑E
ペアガラス

U値≒6.51 U値≒2.33

■改修前後のサッシ断熱構成 ■セルロースファイバー

住宅の性能の中でも、最も重要なのが、躯体自体の「断熱」である。

「断熱」とは、その言葉通り、熱を遮断し、伝わりにくくすることであり、

断熱性能を高め、隙間を無くせば、熱は逃げにくくなり、冬は暖かく、

夏は涼しい空間になる。

今回のpassiv designリノベーションでは、屋根（天井）・壁・床・窓など、

外気に接するあらゆる部分に、徹底的な断熱を計画すると共に、その

性能をきちんと発揮できるよう、気密にも注意を払い工事を行った。

「断熱」をデザインするということは、一年中四季を通して快適に過ご

せるように計画することである。

「光と風」の性質を良く知り、その動きをイメージ

しながら、上手に採り入れたり、遮ったりする

備えを組み込むことで、「涼しさ」「暖かさ」「明

るさ」をもたらしてくれる、それが、我々の提案

する passiv des ignリノベーションである。

それにより、夏は日射を遮蔽して、風通し良く

涼しく過ごし、冬は日射を多く取り入れ、暖かく

過ごせる住宅へと生まれ変わる。

夏の太陽光を
軒や庭で遮り
涼しくします。

植物で日陰を
つくります

自然の風を

立体的に通します

室内の涼しさを
外に逃がしません。

外の熱さを
室内に入れません

一階から二階へ

冬の太陽光を室内に
取り込み部屋を
ほかほかにします。

広葉樹は落葉し
日差しを遮りません。

外の寒さを
室内に入れません。

室内の温かさを
外に逃がしません。

■冬は日射取得、 夏は日射遮蔽

住　　　所　…　埼玉県さいたま市

築  年  数　…  20年

面　　　積　…　95㎡

施工期間　…　5か月（150日間）

家族構成　…　大人4人+子供4人　

基本概要

改 修 前

改 修 後

建物概要

断　　　熱　天井：セルロースファイバー ｔ300充填

　　　　　　 壁　 ：セルロースファイバー ｔ120充填

　　　　　　　　　　　炭化コルクｔ50外貼り
　　　　　　 床　 ：セルロースファイバー ｔ 9 0充填

サ　ッ　シ　樹脂サッシ トリプルガラス

Ｑ　　　値　0.9 W/㎡k　　　　 Ｃ　　　値　0.4 ㎠/㎡

換　　　気　全熱交換型換気システム（熱交換率91％）

日射遮蔽　外付けブラインド

　日射をコントロールするため、南側開口部には外付けブラインドを設置

している。夏場は羽を閉じることで、日射を遮り、冬は室内に日射を取り

入れる。微妙な角度の調整をしながら、通風も得ることができる。

3 階ＬＤＫ

１階ＬＤＫ

3階階段室

エントランス 2階階段室 2階ホール

耐震診断や補強設計が行えるソフトを活用し、耐震壁の壁量や配

置バランスなどを詳細にシミュレーションしながら計画し、実施して

いる。

構造耐震評価性能

・一般耐震診断　評点1.5（上部建物のみ耐震等級２レベル同等・

許容応力度設計）

・剛床工法　構造用合板（針葉樹）24ｍｍ

１階ＥＶホール

玄関ホール

before

after

南側外観

3世代のパッシブハウス


